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カットソイラーによる浅層暗渠は土壌塩分を軽減する 
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背景・ねらい                
インド北部のヒンドゥスターン平野では、地下水を水源

とした管井戸灌漑の導入により、農業生産が飛躍的に
向上した。しかし、高塩分濃度の地下水を用いた灌漑と
圃場の排水不良に伴う塩分の残留によって土壌の塩類
化が深刻化しており、砂漠化の一因となっている。圃場
に集積した塩分を除去するには、排水路や暗渠排水を
整備する必要があるが、初期投資や維持管理費が必
要となるため、農家による実施が困難な状況にある。そ
こで、本研究では、農家が取り組める持続的な排水対
策を構築するため、日本で開発されたトラクターアタッチメ
ントである「カットソイラー」による浅層暗渠を現地に施工
し、その除塩効果を検証する。本技術は、カットソイラー
を装着したトラクターによる牽引・走行のみで、安価で容
易に浅層暗渠を施工できることから、開発途上地域の
農家が営農活動の一環として実践できる塩類化対策と
して有望である。 
 

成果の内容・特徴             
1. 従来、有材暗渠の造成には、土中に埋設する疎水
材を事前に準備し、人力や機械で施工機に積込む必
要がある。カットソイラーによる浅層暗渠の施工では、そ
れらの作業が不要で、圃場面に散在している稲・麦ワ
ラなどの収穫残渣を、カットソイラーを装着したトラクター
による走行のみで土中に埋設することができ、安価で
容易に暗渠孔を構築することができる。 

2. カットソイラーによる浅層暗渠の施工方法は、土を逆
台形状に切断して持ち上げて深さ 40-60 cm までに隙
間をつくり、その隙間に地表面の残渣を 120 cmの幅で
掻き寄せて落とし込み、暗渠孔を造成する（図 1）。 

3. カットソイラーにて造成される浅層暗渠（深さ約
60cm）により、土壌塩分（ECe：飽和土壌から抽出
した溶液の電気伝導度）は未施工区と比べ、4 ヵ月
後に約 8%（有意差無し）、1 年 4 ヵ月後に 32%
（p=0.047）減少する（図 2）。 

4. 収量は未施工区と比べ、造成直後の乾季作（11～

3月：カラシナ）において 4%（有意差無し）、その後
の雨季作（6～9 月：トウジンビエ）において約 23%
（p=0.048）向上する（図 3） 

 
成果の活用面・留意点           
1. カットソイラーによる浅層暗渠の施工方法を冊子とし
て紹介することで、インド国中央塩類土壌研究所
（CSSRI）の塩類化対策への利用が期待される。 

2. 圃場内および圃場周辺の排水路状況により、カット
ソイラーによる浅層暗渠の施工方法が異なるため、事
前に排水路の整備状況を確認しておく必要がある。 

3. カットソイラーは輸送用の車輪を備えていないため、長
距離移動の際には、トラックに積み込む必要がある。 

4. カットソイラーの耐用年数は、年間 30–50h の施工で
約 7 年間を想定している。なお、フレームに支障がなけ
れば、消耗品の交換により継続利用が可能。 
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日本で開発されたトラクターアタッチメント「カットソイラー」による浅層暗渠は、排水不良に伴う土壌塩類化の軽減
に貢献する。インド北部のヒンドゥスターン平野において、同手法は土壌塩分を施工から 4 ヵ月後に 8%、1 年 4 ヵ
月後に 32%減少させる。 
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図 1 カットソイラーによる浅層暗渠の施工方法 

①ほ場面に細断した残渣（ワラ・茎葉）や堆肥を
収穫直後のままや散布した状態にしておく。 

 
 
 
 
②カットソイラーの走行により、土を逆台形に切断し
て持上げ、溝をつくる。同時に表面の資材を集め
て溝の中に落とす。持上げた土を下ろして資材を
埋める。 

 
 
③カットソイラーが通過すると、土が埋め戻され、心
土に資材が埋設された溝状の補助暗渠ができ
る。施工後にディスクやロータリなどで整地する。
土が盛り上がるため、圃場面を平らにする場合は
トラクターで踏み固めて整地してもよい。 

カットソイラー 
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図 2 土壌塩分の変化 
ECiwは、灌漑水の電気伝導度 
平均は、カットソイラー施工区および未施工区、それぞれ 12 試験区の平均 
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図 3 乾季作（カラシナ）および雨季作（トウジンビエ）の収量 
ECiwは灌漑水の電気伝導度 
平均は、カットソイラー施工区および未施工区、それぞれ 12 試験区の平均 

図 1 は農村工学研究所:2015 年成果情報、図 2、3 は Neha et al. (2022) より引用（転載・改変許諾済） 


